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横浜港と市民生活
一横浜港の物流機能と市民の消費生活との関連で一
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むすびにかえて

1989年の我か国の輸入は2.108億ドノレで.4年間lζ1.6倍に増加しており ．

乙のうち消費者に直接かかわってくる消費財の輸入は608億ドルと 1985年の

2.6倍K，国民一人当たりでは193ドルから494ドルへと増加している。ま

た．その内容は，食料品．衣料品等の非耐久消費財lζ加えて．家電製品，自

動車等の耐久消費財か大幅に増加するなど 輸入品目の種類か広がり．消費

生活に輸入品が浸透してきている（！）。

乙乙では，乙ういった市民の消費生活に関連する物資の輸移入の増加が．

横浜港という具体的な港湾とどのようにかかわっているのかを．高度成長期

から現在までの輸移入における生活関連物資の比重およびその内容から．ま

た それら物資の背後輸送地域における横浜市の位置付けを通して考察して

みようと思う。さらに，消費財輸入の増加とそのコンテナ化の進行について

も若干触れてみたい。

と乙ろで 私自身，誠i乙恥ずかしいことではあるが 30年間横浜に住んで

いながら，横浜港の乙とはほとんどといってよいくらい知らずにきた。横浜

港が私たちの生活とどのようなと乙ろで．どのくらいかかわりがあるのだろ
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うか，という素朴な疑問が．本稿の動機としてある乙とを一言記しておく 。

1 .港湾の輸移入機能と市民の消費生活

港湾の機能は火きし流通 ・産業・都市活動＜2 l I乙分けて考える乙とができ

る。港湾はその背後に存在する都市の市民iζ対して運輸サービスを提供し．

彼らの就業の場と して，あるいはレクリェーションや憩いの場としても機能

している。 とくに近年では，第三の都市活動とかかわるウォーターフロント

開発の議論において，港湾iζ内包される親水空間の回復lと関心か集まってい

る。 しかし乙乙では，港湾の基本的機能である流通．とくに物資の輸入の側

面から市民の消費生活との関連をみてい乙うと思う。

と乙ろで，生活を広義にとらえれば．人間の生命維持のための活動全般と

とらえられるが，乙乙では．一般的lともちいられている狭義の生活，つまり

生産活動を除いた人間の活動として考えたい。それは．経済的な側面からい

えば，財やサービスの消費活動という乙とである。

では．市民の消費活動の大きさや内容はどのように変化してきているだ

ろうか。高度成長期に急速に伸びた消費も，オイJレショック以降伸び悩み．

乙とに1980年代の前半は停滞ぎみであった。しかし.80年代後半lζはいっ

て，かなりの伸びを示すようになってきた。たとえば，1970年と1989年の

横浜市の l世帯あたり消費支出（平均 lか月間）をみると ，名目で9万57

33円から33万6426円の3.51倍．実質では1.29倍に増加 している（ 3）。とくに

1970年代末から80年代前半にかけて，実質ではほとんど横這だった消費支

出は， 87～89年iとは増加傾向がはっきり と現われている。 （同期聞に実質

で 1.09倍）

また．乙の閣の消費は質的にも変化してきた。戦後の食料．衣料などの基

礎的な生活資財から，高度成長期における「三種の神器」 「3C」などに代

表される耐久消費財へ．そして.70年代以降は．交通通信 ・教育 ・教養娯楽

などのサービスへと比重を移してきでいる。さらに近年では サービス化以外

にも消費の多様化，高級化といった新たな特徴がみられる(4）。 ともあれ，長

期的にみた場合， 消費の増大と消費構造の高度化が基調であるといってよい
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であろう。

と乙ろで，消費支出の増大と構造変化を進めた要因を，海外からの輸入との

関係でみてみると．農産物をはじめとする輸入の自由化．変動相場制移行後の

円高 海外の情報流入の増大による消費意識の変化などがあげられる。これ

らの要因によって 食料をはじめとする消費財，近年では耐久消費財の輸入

が急速に増加している。とくに， 80年代後半，円高による輸入価格の低下を

基本的背景として，アジアNIE S等からの家電機器 家庭用品．繊維製品な

ど耐久消費財の輸入増加は著しい。

以上のような消費支出の拡大と構成の変化は，港湾を経由する輸移入の増

大に少なからず反映しているものと思われる。以下では．市民消費lζ直接的

iζ関連してくる物資の輸移入の動きを，横浜港を事例にとってみてみたい。

2.横浜港輸移入と生活関連品目

(1）輸移入における生活関連物資の増加

『横浜港統計年報』 （各年度版）によって，生活関連物資を中心IC. 1960 

～90年の輸移入の変遷をみたのが表 lである。現在，生活物資的な貨物のほ

とんどは輸入によるものである。

各項目について， 1990年を比較年として， 60年以降の変化をみてみると．

まず，農水産品の内．麦・米など穀物の90年の輸移入は60年のそれを絶対量

では上回るものの．比率では10.7%から3.7 %へと大幅に減少している。乙

のため，農水産品が輸移入全体l乙しめる比率はむしろ低下している。しかし

他方．野菜 ・果物その他農畜産品では， 70年と比較すると， 重量では1.5倍

i乙，比率では2.3 %から3.0 %へ増加している。さらに水産品について60年

と比較すると， l万8千トンから35万6千トンへ19.8倍lζ．比率では0.1 % 

から0.5 %へと急激に増加している。このような穀物を除く農水産品の輸入

増加は，市民の食料支出の構造変化lζ対応するものといえる。いま，横浜市

のl世帯当たりの食料費を例にとり ，その内訳をみると（表2参照） . 1960 

年から1989年の聞に，主食（穀類）は大幅に低下し，他の項目か増加してい

る。とくに魚介額，噌好品の増加は輸入の伸びと関連しているものと思われる。
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表 1 横浜港輸移入貨物
単位・千トン． ｛ ）は%

1000110 rn1ow l加o<ic l9l1Ul1c 90/70 

CJ!<li!M 2,021 (11.3) 4,721 ( 7.7) 5,2凶 （8.1) 5,020 ( 7 .J) I凶

(I，例3/00.0) (1.1111/日O.G) (4,740／日J.:l) (4.Ul1/1拙.0) 1.15 

主 制7( 4.8) 目印 ( 1'.1;) I, I05 ( 1.9) 関G( 1.:1) 0.93 

米ー錐ii! ii l，削8( 5.U) 2, 178 ( 3.0) 2,313 ( 3.G) I.Ii：師（ 2.1) 0.75 

'l!i! 』~物 ｛拙2( 1.0) 702 ( I. I) 710 ( I .fl) 1.10 

その他U商品 5！岨（ 1.0) 507 ( 0.8) 8凶（ 1.:1) 1.45 

モσj他商店品 iu11 ( o.:I) 225 ( (J.:I) 401 ( 0.7) 2.UO 

水，r.;,:, 18 ( 0.1) 11'/ ( 0.2) 105 ( 0.3) 3加（ 0.5) 3.倒

悦 IE品 切，7( 2.8) 1,261 ( 2.1) 『，785( 2.8) 2.:119 ( 3.4) I.削

( 391/77 .3) (I, I削／02.7) (1,7:12／日7.0) (2,262/07.5) 1.U:I 

紙ーパルプ 凶（ 0.4) m < 0.1> 015 (IA) 603 ( O.D) I .42 

砂制 109 ( I. I) :!02 ( O.U) 180 ( (J.:I) 14D ( 0.4) 0.09 

IC他食科L車品 182 ( 1.0) 425 ( 0.7) 617 ( 1.0) 1,345 ( 2.0) 3.10 

•r.軍品 545 ( 3.1) 5η （ 0.9) 657 ( 1.0) I, 713 ( 2.5) 2.07 

( 323/59.3) ( 377/65.3) ( 650／叩ι） (1,710/1旧日） 4.53 

Ulll f品 195 ( 0.5) 5;14 ( 0.8) 1,31日（ I』） 4.46 

一一一ー一一一 同一一一一一一 一－ E帽静喧】．一一一一ー一一一一晶一 曲目

生活凶逓品II 3,078 (17.3) 6,561 (I0.7) 7，出1(11.9) D,052 (1:1.2) I.；拙

(2,658/80.4) (5,82日／811.8) (7,137/DJ.4) ( 8,8例／凶J) 1.53 

枠a品 3η （ 2.1) 868 ( 1.4) 854 ( l.J) 副m < o.sJ o.66 

Ai:lii品 6,218 (34.9) JZ,767 (53.5) 37,0；出（57.5) w，削2(4:1.5) 0.91 
金蝋燭械1：聾品 2,308 (12.9) 8, 120 (IJ.3) 9,JIJ (14.5) 10,750 (15.7) 1.:12 

船送栂械 57 ( O.J) 2,209 ( 3.8) Z，凶6( 4.2) 4,050 ( 5.9) 1.76 

化学:i:l!品 5, 248 (20.4) 11,855 (10.4) 8,423 (13.1) 15,375 (22.4) I.JO 

”4品 副13( J.4) 1,074 ( 1.8) I, 173 ( 1.8) 3，雌泊（ 4.5) 2.85 

合計 17,830(100.0）自1,246(100.0）倒，制1(100.0) 68,654(1四l.O) 1.12 

(11,459／例.3) (41,958／凶.5) (29,815/46.J) (36,45:1/53.1) 0.87、

（注） 償浜市港湾局『横浜港統計年報』1960・1970・1980年度版、同 『統計償浜港』No.13.1990年連報
より作成.1960年は70年以降の分刻に制品替えた．大羽田の下段は（輸入量／輸入量の船移入量に
対する割合（%））．生活関連品目の小項目は1990年に20万トン以上の輸移入量があった品目．

肌表浜2 E食ilf料~I費の内訳
( ;H I I たり lかJI)

l!IOU'I: 1981111' 

Jo貴 ZU.5 II. 3 
日11'1 49.6 52.8 

flct舟町 8.日 13.1 
出如 7. ( 10. 2 

＂揖 10.日 13.1 

明’f品 !6.U ZO. I 
』品物 4.0 ~. 7 
井舟 7.J !5.9 

合計 100.0 100.0 

（注） 『横浜市統計書』1960 1989 

年度版より作成．即位 % 

次iζ ． 織物，砂糖．食料工業 品などの軽 工業品は，対70年比で1.84倍iζ伸

び，中でもハム，チーズ，缶詰，マカロニ，酒類などの食料工業 品は， 3.16



横浜港と市民生活 211 

倍と急増した。また，衣服・靴・ハンドパッグ・ベJレト・家具など日用品や

玩具，皮革製品などの雑工業品は2.97倍．輸入量では4.53倍と乙れも急増し

ている。

さらに， 70～90年の注目すべき変化の一つは，輸送機械の急激な増加であ

る。横浜港を通じて移入される輸送機械の内訳は，ほとんどが自動車とみて

よいし，その過半は生活必需品ともなった乗用車と考えられるが，しかし，

残念ながら港湾統計からは輸送機械移入に占める乗用車の割合はわからない。

ただ．輸入に関しては．横浜市港湾局の調べによると，輸送機械の約70%が

乗用車となっている（1990年）。ちなみに輸送機械は対70年比で，輸移入合

計は 1. 76倍lζ増加し，輸入だけをみると16倍と爆発的に増加している。ま

た＇ 80年～90年の増加量1.364トンのうち．輸入か1.030トンで4分の 3を

占めている。

さて，乙乙で統計の項目のうち，農水産品，軽工業品，雑工業品の三つを，

食料品，衣料品およびその原料とその他最終消費財として，市民生活l乙直接

的にかかわる輸移入品目であるとみなし，乙れらを非常に便宜的にではある

が生活関連品目とよぶ乙とにし，その変動をみてみる乙とにしよう（表・ l

参照）。

197C年と1990年とを比べると，横浜港から輸移入された生活関連品目は656

万トンから905万トンへ1.38倍IL.輸入では1.53倍に増加している。同じ期

聞に貨物合計では，輸移入で1.12倍iζ増加したものの，輸入では0.87倍と減

少している。よって生活関連品目の増加は全体の平均を上回り とくにその輸

入の増加が目立っている。また輸移入全体にしめる生活関連品目の割合をみ

ると， 60年＝17.3%.70年＝10.7%. 80年＝ 11.9%. 90年＝13.2%となって

おり ，高度成長期に低下したものの． 第一次オイルショックを境に上昇lζ転

じて現在lζ至っていると思われる。また，生活関連物資の比率の増加には，

いわゆる重厚長大から軽薄短小へといわれる産業構造の転換によって， 重化

学工業用原料とくに原油の輸入が減少した乙とも一つの要因として作用して

いる。

次lζ生活関連物資の輸入に占める割合を金額の面からみてみよう（表3
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参照）。 70年と80年以降とでは分類法が異なるため．比較しにくいが，やは

り食料品．雑製品などの比率が増加している。80年以降， 食料品の中では果

実・野菜・コーヒー・アルコーJレ飲料の増加が目立っている。また．上で用

いた生活関連品目に相当すると思われる品目を合計してみると，金客員（円表

示）では1970年＝2.738億円 .80年＝7.520億円 87年＝ 6.429億円となっ

ており，円高の影響で80年代に入ってからはかえって減少した。しかし，そ

れぞれの全輸入額に対する比率は70年＝23.5%. 80年＝28.0%. 87年＝ 32.4 

%とかなりの上昇幅となっている。

表3 犠浜港船入金額（品目別割合）
単位：% （ ）は十億円

1970年 1980年 1987年

食料品及び動物 14 .4 食料品等 16.8 18.4 
肉穎及び同競良品 0.1 0.2 
麟良品及び烏卵 I. 2 I. I 
魚介類、向調盟品 2.6 2.8 

えぴ I. 4 （内、えぴ） I. 7 I. I 
小麦 I. 6 小麦 1.6 0.6 

果実反ぴ野菜 2.4 4. 2 
砂事者 0.8 砂E層 0.7 0.2 

コーヒー 0.5 コーヒー I. 5 2.3 
飲料及び煙車 0.8 

ウイスキー 0.1 アルコール飲料 0.3 0.6 
~たIf と 0.5 たばこ 0.9 I. 2 

織物JUii維及1r<ず I. 2 0.9 
動指直物性柑IJl¥l 0.9 金属鉱及びくず 2.1 I. 2 
食料E適L郎、原材料 17 .9 原料晶（その他） 11.0 10.0 
鉱物性l!l科 12.9 鉱物性jJ!!科 23.6 10.5 
化学工業生産品 9.7 化学工業生産晶 7.8 9.9 

事量級ll.’B送｝日磁器Ell 20. z 軽量級徴器 12.2 20.日
乗用自動車 0.9 乗用自動車 2.5 8.7 
原料別製品 15.7 その他 25.3 28.1 
縫製品 6.5 Z匹、同製品、毛皮 0.5 0.3 
衣類及び附属品 0.7 紙及び紙板 0.6 0.8 
特殊取級品 0.9 糸、綴維、同m品 I. 3 I. z 

霊童観品 4.7 8.1 

合計 100.0 100.0 100.0 
(l, 166) (2,684) (1,987) 

（注） 償浜貿易協会『償浜 外国貿易統計年鑑』各年度より作成．

なお表3では，自動車のうち乗用車の輸入金額の変化をみる乙とができ

るが．輸入総額に対するその比率は， 70年のわずか0.9 %から90年には8.7 
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%へと伸びて，主要輸入品のーっといってよいほどまでに増加しており．そ

の一つの背景として最近の消費者の高級車志向が強くはたらいているといっ

てよい。

以上のように，横浜港において，市民の消費生活iζ関連する物資の輸移入

は近年とくに増加しており，その内容も．食料品だけでなく耐久消費財なと

付加価値の高い製品の輸移入へと変化している。

(2）大都市港湾としての横浜港における生活関連物資の輪移入

大都市港湾はおおきく分けて二つの機能を有している。一つは工業原材料

あるいは一次加工品の輸移入と高次加工品の輸移出という工業活動と結合し

た機能であり，もう一つは，市民生活とくに食生活と結合した穀類・加工食

品・飲料や，日用品をはじめとする雑貨なとの輸移入といった機能である（5）。

そして生活関連物資の輸移入比率が相対的に高い乙とが，大都市港湾の一つ

の特徴であると考えられるが．横浜港と他の大港湾および全港湾（平均）と

を比較してみるとどうであろうか（表4参照）。横浜港の輸移入lζ占める

生活関連品目（第 l節で用いた項目と同じ）の割合は14.8%( 1986年）で，

全港湾の10.3%( 1988年） ＇ζ比べて高く．大消費地を控えた大都市港湾とし
ての性格が出ているが．東京港，神戸港よりは比重か小さくなっている。ま

た，輸移入別にみると．横浜港は神戸港と同様 圧倒的に輸入の比率が高く，

国際貿易港としての性格が出ている。

表4 5 大地問の輸移入に ，•；める ~1:1.＇；側 i!ll 品 11 の削合
m1:1: % 

｛何ii¥ U! J;c :1'1 i11hl ｝.；.似 N•P ~l~li豊川

'i:l.'il刈迎品II IUI 111.n 10.1 0.1 18. I 7.5 
納入 I~. 2 I :1. ~ !J.O 日7 17 .3 5.5 

移入 o. 6 日5 I.I 2A 0.8 z.o 

CiU 5 大治川は 198日午、全 l'li症例は llJRBIJoの数例•II 本海明広州
協会『II本の治問l!I日!J』．辿輸省『治的統計A (11：： ~116:111：版｝

より作成．

さきに述べたような．市民の消費生活i乙関する物資の輸移入．とくに輸入

の増加する傾向は当面変わらないであろう。 したがって．横浜港の大都市港

湾としての生活物資輸移入の機能は．ますます重要になってくるといえる。
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しかし， ζ乙での大都市がどζを指すのかは問題である。そ乙で次に 横浜

という都市を横浜港を経由する貨物の背後固としてみてみよう。

3.生活関連物資の背後輸送地と横浜市民

横浜港lζ輸入；移入され．そ乙から陸上輸送によって搬出された貨物の背

後輸送地をみると（表 5参照） ，貨物合計ではほとんど100%近くが関東

地方で占められ，中でも工業原料がそのまま臨海工業地帯K吸収されるため

横浜市の比率か半分を越えている。いま，生活関連品目を抜き出して その背

後輸送地域をみてみると．やはりほとんどの品目が関東地方を主要な背後圏

としており．全体では88.4%を占めている。また，関東地方の中では横浜が

38.4%.東京が24.8%と， 2大消費都市によって大部分が占められている。

しかし横浜市への輸送量が東京都への輸送量を上回っているのは． 麦 ・豆

などの穀物とその他の農産品だけで，その他は東京都の方が上回っている。

とくに畜注品，水産品，木製品では全体の50%以上が東京都lζ搬出されてい

る。また，穀物のような食料原料ないし半完成品は横浜へ， そのまま消費で

きる食料工業品．日用品などの完成品は東京へという傾向がある。

表5 tllii!~ 泌輸移入 1'l'.1均（＇＇＇・：約｜則 ill品川）の背後輸送l自
！れ｛屯 ：%、 （ ）はトン

凶J.I!地方航浜市 東京占u 全｜司

変 9~.8 62.1 7.3 I 00. 0 ( 1 06, I :11 ) 
米・雑殺.J主 91.0 01. 1 11. I I 00. 0 ( l 03, 2'11) 

野菜・』~1努 ?:l. {j tu. 5 Zti. 3 100.0 ( 23,915) 
その他taPllti/1 02.2 68.u 7.7 100.0 ( '14,578) 

その他出産品 !J5. 6 3 .'1 87.5 100.0 ( Hl,31'1) 
水 ~ff111111 日8.7 (i.8 7'1.7 1 oo. o < 2:1,1 o:l) 
紙－パjレプ 10. n 9.8 17.7 100.0 ( '1'1,:!80) 
刊他食料工業品 7fl.2 HJ.8 :11.1 100.0 ( 67,:121) 

r I Ill品 B0.7 15.8 40.0 100.0 ( 59,B77) 

木監：l品 B'1.:l 10 .4 51.5 100.0 ( 11,006) 

刊他鉱Iill :1；業品 87.2 2.2 37.8 I 00. 0 ( 13, I 0 I ) 

生活｜刻>!.li品目 日目.4 :18.'1 2'1.8 100.0 (5'10,877) 

m割合計 07.0 55.5 6.0 I 00. 0 (5, 7B7, 09!J) 

uu )lli輸省 f隙 1::1'.人m勿剥1h:J （捌t'tJUJllU1987~1: 10;11 I 1~ l•;J 
年10よI:ll円）より作成。小JJ{Hは1)jトン以l：の輸送1rtのあっ
た品ll。
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乙のように，憐浜港は，海上から首都圏さらに関東地方への生活物資の受

け入れ口として基本的には機能しているといえる。したがって。横浜港の輸

移入貨物の背後地lζ占める横浜市の比重という視点からみた場合には．横浜

港と横浜市民の消費生活との間にはそれほど強い関係があるとはし、えないだ

ろう。もっとも，東京湾の他の港湾 とくに東京港から横浜市へ輸送されて

くる貨物も多く，両港はいわば競合依存関係にある。その意味では市民の消

費財輸移入を東京湾の港湾全体との関係でとらえる必要がある。

4.生活関連物資輸入のコンテナ化と横浜港

市民の消費財輸入の増大は横浜港の物流機能にどのような影響を及ぼして

いるのだろうか。 1985年から90年までの変化をみると，生活関連品目の輸入

量は751万トンから889万 トンに増加している。その内．コンテナ貨物は．

273万トンから481万トンへと急激に増加しており 逆に非コンテナ貨物

は478万トンから408万トンへと絶対的K減少している。したがって．乙

の聞の生活関連物資の増加分は．結局，コ ンテナ貨物の増加によるものといっ

てよい。

と乙ろで． 生活関連物資のコンテナ貨物に占める位置はどのようなもので

あろうか。 1990年のコンテナ貨物は，輸出が1325万トン，輸入が1033万トン

となっている。輸入の内，生活関連品目は481万トンで全体の20.4%を占め

ている。しかし，乙れを1985年と比較すると，コンテナ全体で614万トン

Cl00%）増加しており ，その内訳は，輸出の146万 トン （23.8%)Iと対し

て輸入か468万トン (76.2%）と多く．さらに輸入の内，生活関連品目は208

万トン（33.9%）となっている（ 6）。したがって生活関連物資の増加がコンテ

ナ貨物全体の増加のかなり大きな要因となっている。

ζ ういった近年のコンテナ輸送の増大は，横浜港の物流機能にすでに影響

を及ぼしている。たとえば，本牧ふ頭のコンテナパースおよび．背後の荷捌

き地はフJレ回転の状況にあり． とくに搬入されたコンテナの保管場所に苦慮

しているという。乙ういった状況に対処するため，大黒ふ頭．南本牧ふ頭な

どに大水深コンテナパースの建設計画が進められ．また，本牧ふ頭BC聞の
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の埋立（背後地の確保）が検討されているとの乙とである。

しかしながら．横浜港の施設に次つぎに投資が行なわれてより機能が高ま

るほど，より大量の貨物をより遠隔地lζ輸送する条件が整う乙とになり，投

資の効果は横浜以外の広範な地域に現われるといってよいだろう。つまり，

横浜港が首都圏および関東一円の輸移入貨物の受け入れ口としてより大規模

に発展する乙とは，他方では，ますます横浜港の物流センター化を押し進め，

地元市民との関係は相対的にはかえって薄くなってしまうともいえよう。横

浜港は国民経済的なレベルでの機能をも果たさなければならないわけだから

地元市民のためだけに機能すればよいなどというつもりは毛頭ないか，しか

し．今後もますます乙ういった傾向か強まるのだとすれば 横浜市民か横浜

港から享受する利益と 横浜港に対して受け持つべき負担とのバランスはど

うあるべきなのかという問題も考えてみなければならないだろう。

むすびにかえて

以上，市民の消費生活と横浜港の輸移入機能との関係を．きわめて不ト分

かつ断片的lζで－はあるがみてきた。横浜港の流通という基本的な機能は，首

都圏を中心に市民の消費生活と密接に関連しており，近年とくに，消費財輸

入は増大している。輸入製品の価格の低下や種類の増加は．消費者としての

市民にとっては，実質的な消費の増大や選択の機会の拡大につながり ．基本

的には好ましい乙とといえるだろう（ただし，国民経済的には輸λ依存率の

上昇によって，不安定な要素をかかえる乙とも事実で．とくに．食料のいっ

そうの海外依存が問題となる乙とは言うまでもなしつ。

そして．生活関連物資の輸入が増加していく とすれば， 今後は市民消費の

立場からも．それらが流通段階を経過するさいの安全性，確実性．迅速性．

経済性等が要求されてくる。とくに，食料原料や加工食品の輸入において．

安全性は十分に確保される必要があろう。したがって．港湾の機能との関連

では， 貨物の増加．小口化．コンテナ化に対応した高能率のコンテナターミ

ナJレの整備が要請されてくるし．また． 貨物量の増加に即応した輸入手続き

の迅速化．円滑化を図るため，税関職員，食品衛生監視員，植物防疫官等 検
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査体制の充実が必要となってくるであろう（ 7）。
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最後に，市民の自には横浜港はどのように映っているのだろうか。やや古

いが．その一端を「横浜港lζ関する市民意識調査J （横浜市， 1981年）から

拾ってみると．港と生活はどのようにかかわっているかという質問（答えは

選択．複数回答可）に対して， 「レクリェーション．憩いの場として」が56.6

%， 「食料品など生活必需品を供給する場としてJが27.1%. 「全然関係な

いjが14.5%などとなっている。27%という数字を高いとみるかどうかは難

しいが 客観的Kは市民生活と港湾との関係は乙れからますます深くかかわ

るようになっていくし，関心は徐々に高まらざるをえないように思える。

注(1) 経済企画庁国民生活局『消費生活の国際化ーその現状と課題』 1991年，3ページζ

(2）港の機能およびその変遷については．竹内良夫『港をつく る』 新潮社，1989年．

136～150ページ参照。

(3) 総務庁「家計調査J「消費者物価指数J（『横浜市統計書』 1970.1989年度版

より引用）から算出。

(4) 『国民生活白書』平成元年版.51～59ページ。

(5）柴田悦子「食料輸入と大都市港湾」 同 『港湾経済』 （第3章第2節）成山堂．

1972年．市来清也「内貿雑貨輸送と港湾問題」 『港湾経済研究』No.17.1979年．

今野修平「大都市港湾としての東京港の問題点」 『港湾経済研究』 No.7 . 1969年，

なと参照。

(6) 1985年.199凶ミの数値は．それぞれ．横浜市港湾局『備浜港統計年報』 1985年度

版，同『統計横浜港』 No.13（平成2年速報）による。

(7) 経済企画庁国民生活局．前掲書.21ページ。


